
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

　

今
回
は
ブ
ラ
シ
カ
属
（
第
８
回
第
２
図

参
照
）
で
残
っ
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
類
を
取

り
上
げ
ま
す
。
表
題
の
３
野
菜
の
ほ
か
ケ

ー
ル
、
カ
イ
ラ
ン
、
メ
キ
ャ
ベ
ツ
、
コ
ー

ル
ラ
ビ
な
ど
が
同
種
に
含
ま
れ
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ

　

地
中
海
周
辺
の
起
源
と
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
中
心
に
発
達
し
ま
し
た
。
日
本
へ

の
本
格
的
導
入
は
新
し
く
、
明
治
に
入
っ

て
か
ら
で
す
が
、
現
在
で
は
最
も
重
要
な

葉
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
導
入
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
や
デ
ン
マ

ー
ク
な
ど
の
中
・
北
欧
の
品
種
は
、
日
本

の
夏
を
乗
り
切
れ
ず
、
わ
ず
か
に
一
部
の

品
種
が
北
海
道
に
土
着
し
た
に
す
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
幸
い
に
キ
ャ
ベ
ツ
は

す
で
に
世
界
中
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
耐
暑
性
の
強
い
品

種
、
基
本
栄
養
相
（
第
５
回
参
照
）
の
長

い
品
種
、
春
の
抽
苔
が
遅
い
品
種
な
ど
、

各
種
生
態
を
も
っ
た
育
種
材
料
を
収
集
し
、

交
雑
・
選
抜
の
結
果
、
豊
富
な
品
種
が
育

成
さ
れ
、
周
年
安
定
生
産
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

消
費
面
か
ら
み
る
と
、
欧
米
に
は
発
酵

さ
せ
た
塩
漬
け
キ
ャ
ベ
ツ
（
ザ
ワ
ー
ク
ラ

ウ
ト
）
な
ど
の
加
工
が
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
で
は
生
鮮
物
の
家
庭
調
理
が
主
で
す

の
で
、
そ
れ
だ
け
周
年
生
産
の
必
要
性
が

高
い
わ
け
で
す
。

作
型
と
関
連
す
る
作
物
特
性

花
成
と
環
境　

  

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
型

植
物
（
第
６
回
参
照
）
で
す
。

生
育
温
度　

  
生
育
適
温
は
15
〜
20
℃
で

す
が
、
耐
寒
性
、
耐
暑
性
と
も
に
ハ
ク
サ

イ
類
よ
り
強
い
と
い
え
ま
す
。

栽
培
所
要
期
間　

  

播
種
期
、
品
種
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
に
適
温
下
で
３

〜
４
カ
月
で
す
。

生
態
以
外
の
品
種
特
性　

  

高
温
期
に
多

発
す
る
萎い

黄お
う

病
に
は
多
く
の
抵
抗
性
品
種

が
利
用
さ
れ
、
根
こ
ぶ
病
に
も
抵
抗
性
品

種
が
発
表
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

基
本
作
型
と
特
徴

　

第
1
図
に
基
本
作
型
と
地
域
別
作
期
を

示
し
ま
す
。
地
域
内
の
作
期
の
配
列
順
は

上
か
ら
寒
↓
暖
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
し

て
あ
り
ま
す
。
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
期

間
は
品
種
の
早
晩
性
に
よ
り
1
カ
月
近
く

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
11
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

ア
ブ
ラ
ナ
科
各
論
⑶

キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

〜
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
〜

↑世界中に広く分布し、交雑・育種
の結果、日本では周年安定生産が
可能となったキャベツ。
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昭和30年東京大学農学部卒、同年農林省入省。九州農業試
験場でイチゴの品種改良、放射線育種場に移り、米国留学
研究を含めた、放射線生物研究論文で農学博士（東京大学）
受位。野菜試験場に移り、耐病性育種に関する研究で農林
水産大臣賞および園芸学会賞受賞。昭和63年野菜・茶業試
験場場長、平成4年農林水産省退官後、タキイ研究農場長、
同園芸専門学校長を経て、平成16年退社。
著書：「野菜の生態と作型」（農山漁村文化協会）ほか。



　

キ
ャ
ベ
ツ
は
移
植
に
強
い
の
で
、
す
べ

て
の
作
型
で
苗
床
育
苗
が
一
般
的
で
す
。

広
い
本
圃ぽ

の
環
境
調
節
に
は
コ
ス
ト
問
題

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
環
境
調
節

は
苗
床
段
階
に
と
ど
め
、
定
植
後
は
露
地

栽
培
の
作
型
に
絞
り
ま
し
た
。

夏
ま
き
栽
培
（
第
１
図
…
①
）　 

通
常
は

春
ま
き
、
夏
ま
き
、
秋
ま
き
の
順
に
説
明

し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
夏
ま
き
か
ら
入
り

ま
す
。

　

当
初
日
本
に
導
入
さ
れ
た
中
・
北
欧
品

種
が
ま
ず
北
海
道
に
土
着
し
た
と
述
べ
ま

し
た
が
、
そ
の
原
型
が
夏
ま
き
栽
培
で
、

日
本
で
も
夏
が
冷
涼
で
冬
の
厳
し
い
寒
地

で
は
夏
ま
き
が
普
通
の
栽
培
と
な
り
ま
す
。

　

寒
地
で
の
播
種
〜
収
穫
を
一
貫
し
た
露

地
栽
培
は
6
月
上
旬
〜
7
月
下
旬
播
種
、

9
月
上
旬
〜
11
月
上
旬
収
穫（
図
中
ａ
）と

な
り
ま
す
。
寒
地
以
外
の
地
域
で
は
暑
さ

と
寒
さ
に
挟
ま
れ
て
生
育
期
間
が
限
ら
れ

る
の
で
、
比
較
的
早
生
の
小
球
品
種
が
多

い
の
で
す
が
、
北
海
道
で
は
６
〜
10
月
と

い
う
５
カ
月
の
生
育
期
間
を
フ
ル
に
活
用

し
た
晩
生
大
球
生
産
も
可
能
で
す
（
図
中

ｂ
）。

　

産
地
が
南
下
す
る
に
つ
れ
て
寒
期
が
遅

※タキイで取り扱いのない品種もございます。ご了承ください。（編集部）

↑キャベツはすべての作
型において、苗床育苗
が一般的。
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月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例※

①　夏まき栽培

寒地
a 青琳､ 涼音､ 彩風､

楽園､ 岳陽

b 湖月ＳＰ

寒冷地 c 輝吉、ＹＲしぶき２号

温暖地
〜
暖地

d

いろどり、あさしお、彩音、
夢ごろも、冬のぼり、浜岬、
ＹＲ春系305号、輝岬、
春のかほり

②　春まき栽培
A保温育苗

寒地 e アーリーボール、ジャンヌ

寒冷地 f
ＳＥ、ＹＲ春空、
ＹＲ天空、彩里、
ＹＲ青春

温暖地
〜
暖地

g
初恋、ＹＲ春空、
ＹＲ天空、彩里、
あさしお

B一貫露地栽培

寒冷地 h ＹＲ青春２号、楽園、
初恋、彩里、涼音

温暖地
〜
暖地

i おきな

③　秋まき栽培

寒冷地 j ＹＲ春空

温暖地
〜
暖地

k ＹＲ春空、石井中早生、
さつき女王、ＹＲ天空

l 金系201号

　：播種　　　：定植　　　　：収穫期間
　　：冷床育苗　　　　　：保温育苗　　　　←：適宜播種可能

第１図　キャベツの基本作型と地域別作期



れ
ま
す
の
で
、
播
種
期
を
遅
く
で
き
ま
す

が
（
図
中
ｃ
）、あ
ま
り
播
種
期
が
遅
れ
る

と
真
冬
ま
で
に
結
球
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
温
暖
地
で
も
８
月
末
ま
で
に

播
種
を
終
え
ま
す
（
図
中
ｄ
）。
キ
ャ
ベ

ツ
は
耐
寒
性
が
強
い
と
は
い
え
、
結
球
開

始
後
は
寒
害
を
受
け
や
す
い
の
で
、
越
年

ど
り
で
は
暖
地
が
有
利
で
、
ま
た
特
に
３

〜
４
月
の
遅
ど
り
に
は
晩
抽
性
品
種
の
利

用
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
夏
ま
き
栽
培
は
主
と
し

て
９
月
〜
３
月
の
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
を
カ
バ

ー
し
ま
す
。

春
ま
き
栽
培
（
第
１
図
…
②
）　 

気
温
上

昇
期
の
栽
培
で
、
結
球
期
の
暑
さ
を
避
け

る
た
め
に
早
ま
き
が
必
要
で
す
。

A
保
温
育
苗　

夏
ま
き
栽
培
で
述
べ
た
よ

う
に
、
寒
地
で
の
露
地
播
種
は
６
月
以
降

で
、
そ
れ
以
前
は
保
温
育
苗
が
必
要
で
す
。

寒
地
に
お
け
る
例
と
し
て
５
月
初
め
播
種
、

６
月
初
め
定
植
（
図
中
ｅ
）
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
以
後
、
地
域
の
温
暖
化
に
つ
れ
播

種
期
が
早
ま
り
、
寒
冷
地
で
は
４
月
上
旬

〜
３
月
上
旬
（
図
中
ｆ
）、温
暖
地
〜
暖
地

で
は
２
月
下
旬
〜
２
月
上
旬
（
図
中
ｇ
）

と
移
行
し
ま
す
。

B
一
貫
露
地
栽
培　

寒
冷
地
で
は
５
月
末

〜
４
月
下
旬
（
図
中
ｈ
）、温
暖
地
〜
暖
地

で
は
４
月
上
旬
〜
３
月
下
旬
（
図
中
ｉ
）

の
播
種
と
な
り
、
保
温
育
苗
よ
り
１
カ
月

ほ
ど
遅
く
な
り
ま
す
。

　

収
穫
期
は
品
種
の
早
晩
性
に
よ
り
違
い

ま
す
が
、
図
の
よ
う
に
春
ま
き
栽
培
は
主

と
し
て
６
〜
８
月
の
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
を
カ

バ
ー
し
ま
す
。

秋
ま
き
栽
培
（
第
１
図
…
③
）　 

特
に
日

本
で
発
達
し
た
独
特
の
作
型
と
い
え
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
が
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
型
で
あ

る
こ
と
を
利
用
し
て
、
基
本
栄
養
生
長
相

の
間
に
冬
の
低
温
期
を
過
ご
し
、
翌
春
に

生
長
を
再
開
し
結
球
さ
せ
ま
す
。
当
然
、

春
ま
き
栽
培
よ
り
早
く
収
穫
で
き
ま
す
。

　

秋
の
播
種
が
早
す
ぎ
る
と
、
低
温
期
ま

で
に
基
本
栄
養
相
を
超
え
て
し
ま
う
の
で
、

品
種
に
応
じ
て
播
種
期
を
変
え
ま
す
。

　

大
消
費
地
の
多
い
関
東
〜
関
西
の
一
般

温
暖
地
で
は
夏
ま
き
栽
培
の
収
穫
期
は
せ

い
ぜ
い
３
月
ま
で
、
ま
た
春
ま
き
の
露
地

一
貫
栽
培
で
は
７
月
以
降
の
収
穫
と
な
る

の
で
、
４
〜
６
月
が
手
薄
の
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
、
秋
ま
き
栽
培
が
こ
こ
に
入
り
ま
す
。

　

５
〜
６
月
収
穫
は
春
の
肥
大
開
始
を
そ

れ
ほ
ど
急
が
な
い
の
で
、
品
種
の
基
本
栄

養
生
長
相
も
そ
れ
ほ
ど
長
く
を
要
求
せ
ず
、

播
種
期
も
10
〜
11
月
と
暑
さ
が
過
ぎ
て
か

ら
で
よ
く
、
結
球
肥
大
期
も
ま
だ
涼
し
く
、

比
較
的
栽
培
し
や
す
い
作
型
で
、
大
都
市

近
郊
で
の
栽
培
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
図

中
ｋ
）。

　

4
月
以
前
収
穫
（
図
中
ℓ
）
は
春
の
昇

温
の
早
い
暖
地
が
有
利
で
す
。
品
種
に
は

基
本
栄
養
生
長
相
が
長
く
、
し
か
も
低
温

下
で
の
球
肥
大
の
速
い
早
生
性
が
必
要
で

す
。
基
本
栄
養
生
長
相
を
本
葉
20
枚
近
く

ま
で
保
持
す
る
品
種
も
あ
り
ま
す
が
、
実

際
に
は
安
全
を
見
て
14
枚
程
度
で
越
年
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
季
節
ご
と
の
適
地
と
適

品
種
の
利
用
に
よ
り
日
本
全
体
と
し
て
の

供
給
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
も
キ

ャ
ベ
ツ
同
様
、
地
中
海
沿
岸
の
起
源
で
す

が
、
主
に
南
欧
イ
タ
リ
ア
で
改
良
が
進
み
、

広
く
欧
米
に
普
及
し
た
の
は
18
世
紀
と
、

比
較
的
新
し
い
作
物
で
す
。
日
本
に
は
明

治
初
期
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
栽

培
に
は
戦
後
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

私
が
野
菜
の
仕
事
を
始
め
た
昭
和
30
年

ご
ろ
、
食
生
活
の
洋
風
化
に
伴
い
、
す
で

に
普
及
し
て
い
た
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
な

ど
の
欧
米
輸
入
野
菜
と
区
別
し
て
、
新
し

い
種
類
が
「
洋
菜
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
中
に
ハ
ナ
ヤ
サ
イ
（
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
）
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
主
で
し
た

が
、
そ
の
後
有
色
野
菜
が
重
視
さ
れ
、
特

に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
栄
養
価
が
高
い
と
い

う
こ
と
で
、
現
在
で
は
消
費
で
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
を
引
き
離
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
状
況
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
取
り
上
げ
ま
す
。

作
型
と
関
連
す
る
作
物
特
性

花
成
と
環
境　

  

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉
菜

生
産
で
は
花
成
が
障
害
で
あ
る
の
に
対
し
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
花
茎

菜
で
は
花か

蕾ら
い

発
達
の
出
発
点
と
し
て
花
茎

頂
分
化
が
必
要
で
あ
り
、
花
成
の
早
晩
が

収
穫
の
早
晩
に
直
結
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
同
様
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ

型
植
物
な
の
で
、
基
本
栄
養
生
長
相
と
低

温
要
求
性
（
低
温
度
と
遭
遇
時
間
）
が
花

成
に
関
与
し
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
早
生
品

↑日本では戦後に普及し
たブロッコリー、カリ
フラワー。

2012 タキイ最前線 秋号　67

キャベツの作型は、
夏まき栽培（主として９月～３月どり）、
春まき栽培（主として６～８月どり）、
秋まき栽培（主として４～６月どり）
があり、周年安定した供給体制が

整っています。



種
で
は
葉
数
５
〜
６
枚
で
15
℃
以
下
に
３

〜
４
週
間
、
中
生
品
種
で
は
葉
数
10
枚
で

15
℃
以
下
に
６
週
間
、
晩
生
品
種
で
は
本

葉
15
枚
で
10
℃
以
下
に
６
週
間
以
上
の
低

温
遭
遇
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

花
茎
頂
分
化
後
の
花
蕾
発
達
と
抽
苔
に

長
日
を
特
に
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
と
異
な
る
点
で
す
。

生
育
温
度　

  

適
温
は
茎
葉
、
花
蕾
と
も

に
15
〜
20
℃
と
さ
れ
ま
す
が
、
茎
葉
時
は

比
較
的
低
・
高
温
に
耐
え
る
の
に
対
し
、

花
蕾
発
達
時
に
は
低
・
高
温
に
敏
感
と
な

り
、
種
々
の
異
常
花
蕾
が
発
生
し
ま
す
。

基
本
作
型
と
特
徴
（
第
２
図
）　

代
表
的

作
型
を
第
２
図
に
示
し
ま
す
。
地
域
内
の

作
期
配
列
は
寒
↓
暖
の
流
れ
に
沿
う
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
す
。
播
種
か
ら
収
穫
ま
で

の
期
間
は
、
品
種
の
早
晩
性
に
よ
っ
て
幾

分
違
っ
て
き
ま
す
。
頂
花
蕾
収
穫
と
側
枝

花
蕾
収
穫
と
分
け
て
記
載
し
た
作
型
が
あ

り
ま
す
が
、
販
売
に
は
頂
花
蕾
を
主
と
す

る
場
合
が
多
く
、
頂
花
蕾
専
用
の
品
種
も

あ
り
ま
す
。

夏（
含
む
秋
）ま
き
栽
培
（
第
２
図
…
①
）

　

比
較
的
暑
さ
に
強
い
栄
養
生
長
期
に
高

温
期
を
す
ご
し
、
秋
の
冷
涼
下
に
花
蕾
を

形
成
す
る
、
栽
培
容
易
な
基
本
的
な
作
型

で
す
。
寒
地
か
ら
暖
地
へ
と
播
種
期
が
遅

く
な
り
ま
す
。

　

寒
地
〜
寒
冷
地
（
図
中
ａ
）
で
は
10
〜

11
月
収
穫
が
温
暖
地
と
競
合
す
る
の
で
、

８
〜
９
月
収
穫
が
大
事
な
季
節
と
な
り
、

で
き
る
だ
け
早
生
の
品
種
を
用
い
ま
す
。

ま
た
次
の
冬
春
ま
き
を
含
め
、
高
温
期
出

荷
に
は
予
冷
な
ど
の
鮮
度
保
持
対
策
が
必

要
で
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
物
は
生

長
中
の
花
蕾
で
す
の
で
、
呼
吸
が
盛
ん
で

鮮
度
が
非
常
に
劣
化
し
や
す
い
の
で
す
。

　

温
暖
地
〜
暖
地（
図
中
ｂ
）で
は
播
種
期

と
品
種
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
秋
か
ら
翌

春
ま
で
の
収
穫
が
可
能
で
す
。
図
示
し
た

側
枝
花
蕾
の
収
穫
期
間
は
一
例
で
あ
っ
て
、

品
種
と
草
勢
に
よ
っ
て
調
節
で
き
ま
す
。

　

図
中
ｃ
の
９
月
ま
き
栽
培
は
、
暖
地
の

立
地
と
晩
生
品
種
の
利
用
に
よ
っ
て
１
〜

４
月
に
頂
花
蕾
を
収
穫
す
る
も
の
で
す
。

冬
春
ま
き
栽
培
（
第
２
図
…
②
）　

昇
温

期
の
栽
培
で
、
高
温
下
で
の
花
蕾
形
成
を

避
け
る
た
め
に
は
、
早
生
品
種
を
早
ま
き

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
播
種
期

は
低
温
と
な
り
ま
す
が
、
花
茎
頂
分
化
が

早
す
ぎ
る
と
、
株
が
小
さ
く
な
り
、
貧
弱

な
花
蕾
し
か
で
き
な
い
の
で
、
少
な
く
と

も
保
温
育
苗
が
、
多
く
の
場
合
加
温
育
苗

と
ト
ン
ネ
ル
定
植
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

図
の
よ
う
に
暖
地
に
い
く
ほ
ど
早
い
播

種
・
収
穫
と
な
り
ま
す
。　

野菜の作型と品種生態野菜の作型と品種生態

※タキイで取り扱いのない品種もございます。ご了承ください。（編集部）

↑ブロッコリーのリーフィー
（さし葉）。花蕾は低・高温
に敏感で異常花蕾になりや
すい。
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月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例※

①　夏（含秋）まき栽培

寒地
〜

寒冷地
a ピクセル、おはよう、

トップギア

温暖地
〜
暖地

b
ピクセル、おはよう、
しき緑96、トップギア、
キャッスル

暖地 c
盛緑180、ハートランド、
エンデバーSP、
メガドーム

②　冬春まき栽培

寒地
〜

寒冷地

ピクセル、おはよう、
トップギア

温暖地
〜
暖地

ピクセル、おはよう、
トップギア

第２図　ブロッコリーの基本作型と地域別作期

　：播種　　　：定植　　　　：頂花蕾収穫　　　　：側枝花蕾収穫
　　：冷床育苗　　　　　：保温育苗　　　　：加温育苗　
　　：本圃トンネル　　　　←：適宜播種可能


